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論 文調査 委員 教 授 三 林 隆 吉 教 授 鈴 江 懐 教 授 岡 本 耕 造
論 文 内 容 の 要 旨
成熟婦人腫 ･子宮腔部上皮, 人胎児腫上皮および各型の子宮頚部扇平上皮癌等の各組織を超薄切片法に




従来の osm ium 染色法のみでは資料薄切のため像 contrast が低く, 明確な知見を得がたいので水酸化
鉛飽和水溶液重染色法でこれを強化, かつこれによって糖原額粒をも検出し得たO
扇平上皮細胞には一般に細胞質突起が多く, その尖端には隣接細胞と の間に細胞結合装置 と して の
desm osom e があり, ここには細胞質内を走る張原線維が集束しているが, これら三者の発達程度は組織
分化の程度と平行しており, 未分化胎生期上皮や未熟型癌細胞では発達が悪い｡
細胞質に広く分布する粗面小胞体は一般に小型で, 切片像で膜成分から遊離して存在すると見える遊離
型 Palade 頼粒群とは像解読上厳密な区別をつけがたい｡ これらの要素は組成中のリボ核酸を介して蛋白
合成に関与すると解されているが, 増殖旺盛な癌にはこれらが多数認められるのみならず, しばしば長大
な粗面小胞体が認められる｡ 核分裂期には一般に粗面小胞体の頼粒は減少し, 長大連鎖状配列をとるがそ
の連鎖の一部は位置的関係からみて核膜形成に参与すると推想出来た｡ 粗面小胞体や遊離 Palade 顕粒群
は表層に向うにつれ変性に陥り, その位置に糖原が出現増量してくるが, 癌には糖原形成は認められない｡










が認められる｡ 核質および核小体の構成単位は, 切片像では全く同じで細線維および細括粒より成り, 核
小体では, これらの単位が密集し常に紐様構造を構成し, そのもつれ合いとして認識されるが, 胎生期上
皮や癌細胞ではしばしばこのもつれのほぐれと核縁への偏在傾向が認められ, さかんな核小体活動, なか




上皮ないし病巣直下の間質には, 明調層 ･暗調帯状層 ･問質線維層の三層が区別でき, この暗調帯状層
はいわゆる基底膜の主体をなすものと考えられ, 癌組織にも明瞭に認められる｡
以上は得た所見の大要であり, 正常上皮, 胎生期上皮, 各型の癌の電子顕微鏡的所見を比較検討し, こ
れらの構成要素の形態と機態の関係を論じ若干の考察を下し得たが, しかし痛の悪性性格を示すに足る特
長は見出し得なかった｡









若干の考察を加えたものである｡ このように, 本研究は, 現在の電子顕微鏡学界にはもちろんのこと広く
細胞学, 腰療病理学の分野においても貢献するところ大である｡
したがって, 本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認定した｡
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